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前
田
流
平
曲
メ
ロ
デ
イ
に
つ
い
て
」
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め
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次

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本

一
、
は
じ
め
に
一
の
一
、
資
料

二
、
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
見
た
各
譜
記
の
意
味

三
、
譜
記
型
式
の
ユ
レ
と
ア
ク
セ
ン
ト

四
、
譜
本
の
種
類
と
型
の
ユ
レ
四
の
一
、
曲
節
の
種
類
と
型
の
ユ
レ

五
、
い
つ
頃
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
か
ー
そ
の
多
様
性

六
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
の
意
義
六
の
一
、
漠
語
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て

七
、
参
考
資
料
ー
九
大
本
『
平
語
』
の
一
部

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
諮
本
（
奥
村
）

「
平
曲
の
音
声
（
上
・
下
）
」

平
曲
の
旋
律
と
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
、

（
日
本
文
学
研
究
31)
な
ど
、
金
田
一
春
彦
氏
の
諸
論
考
が
あ
る
し
、

奥

（
日
本
音
声
学
会
会
報

99.101)
や、

六
の
一
一
、
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
分
類
表

村

ま
た
、
平
曲
の
諸
譜
本

雄

ー



『
東
』
と
略
記
す
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
。

本
稿
で
、
単
に
、

ヽ
し＞、

『
貞
』
。

し
て
は
謡
曲
の
ゴ
マ
点
に
似
て
い
る
。

略
号
「
貞
享
本
』
ま
た
は

（口）

「
上
」
「
中
」
な
ど
の
文
字
式
ハ
カ
セ
は
皆
無
。
全
体
と

日）
に
つ
い
て
は
、
坪
美
か
を
る
氏
（
文
学
昭
28
の
2
、

が
お
か
れ
て
い
な
い
様
で
あ
る
し
、
後
者
は
、

日
本
又
学
研
究
31
、
愛
知
女
子
知
大
紀
要

1
.
3
.
4
)

や、

本
文
学
研
究
31)
高
橋
貞
二
氏
（
国
活
と
囚
文
学
附
33
の
7
)
等
の
御
研
究
か
あ
る
。

開
拓
の
分
野
が
、
相
当
残
さ
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
者
の
場
合
、

岩
渕
悦
太
郎
氏
、

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
い
う
観
点
に
重
き
が
お
か
れ
て
い
な
い
。

(fIB45
の
10)

の
拙
稿
に
ひ
ぎ
続
き
、
こ
こ
で
、
平
曲
諸
譜
本
に
反
映
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
の
閻
題
を
考
え
よ
う
と
す
る
所
以
て
あ
る
。

資
料
と
し
て
の
平
曲
諸
譜
本
や
、
作
業
の
方
法
な
ど
に
関
し
て
は
、
概
ね
、
前
記
拙
稿
の
場
合
に
準
ず
る
が
、
本
稿
の
場
合
、
主

東
京
教
育
大
学
蔵
片
カ
ナ
八
行
本
1
1
巻
一
の
願
立
ま
て
―
二
句
に
諮
記
か
あ
る
。
渥
芙
か
を
る
氏
そ
の
他
に
よ
れ
ば
、
徳
川

初
期
の
諮
本
て
あ
り
、
波
多
野
•
前
田
両
流
分
派
以
前
の
姿
を
示
す
と
い
う
。
略
号
『
教
育
大
学
本
』
ま
た
は
『
教
』
。

貞
享
四
年
写
本
1
1
高
橋
貞
一
氏
蔵
。
吉
沢
検
校
の
調
讃
で
あ
り
、

臼
声
と
い
う
曲
節
が
稀
で
あ
る
事
な
ど
、
占
風
な
点
が
多
い
。

平
家
正
節
1
1
略
号
『
正
節
本
』
。
こ
こ
で
は
、
東
大
本
・
京
大
本
・
九
大
本
・
愛
知
県
立
大
本
な
ど
を
と
り
上
げ
る
。

東
大
木
は
岡
正
武
写
し
の
善
本
で
あ
り
、
金
田
一
氏
の
論
文
で
も
、
時
々
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『
東
大
本
』

京
大
本
は
『
平
曲
正
節
』
と
表
題
さ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
正
節
本
の
成
立
事
情
等
を
考
え
る
の
に
打
効
な
資
料
。
出
典
付
き
の
書
き

と
し
て
用
い
る
滸
本
は
、
下
記
の
如
く
で
あ
る
。

一
の

，
 

資

湘

『
国
語
と
国
文
学
」

一
々
の
譜
本
に
関
す
る
分
析
的
研
究
は
、
余
り
重
点

し
か
し
、
当
面
の
謀
題
に
つ
い
て
は
、

な
お
、
未 （日

2
 



ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

(
2
)
例
え
ば
、

部
分
」

料
と
し
て
、

こ
み
注
記
が
豊
富
な
事
、
し
ば
し
ば
、
線
条
式
（
江
戸
式
前
田
流
）
の
ハ
カ
セ
が
並
記
さ
れ
て
い
る
事
等
も
注
目
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
、

そ
の
複
製
本
（
昭
46
臨
川
害
店
）
解
題
を
参
照
の
事
。
本
稿
で
、
単
に
、

九
大
本
は
『
平
語
』
と
表
題
さ
れ
る
が
、
内
容
は
正
節
本
の
一
種
。
尤
も
、

「
京
大
本
』

『
読
物
』
以
下
や
付
録
の
類
は
存
し
な
い
。
奥
書
識
語
等
も
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
一
五
巻
上
下
の
三

0
冊
で
、
東
大
本
等
の

京
大
蔵
波
多
野
流
本
11-
―
―
巻
上
下
で
二
四
冊
。
臼
声
に
も
若
干
譜
記
が
認
め
ら
れ
る
点
、
他
の
波
多
野
流
諸
本
と
や
や
異

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
見
た
各
譜
記
の
意
味

(
1
)
結
論
を
先
に
言
え
ば
、

や
や
常
識
的
な
が
ら
、

や
は
り
、
八
平
曲
諸
譜
本
は
、
中
世
末
期

i
近
世
初
期
頃
の
ア
ク
セ
ン
ト
資

「
平
曲
旋
律
の
巾
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
使
い
得
る
の
は
主
に
白
声
の

と
い
う
様
な
説
（
国
語
学
71
集
3
ぺ
前
田
富
旗
氏
等
）
も
あ
る
が
、
平
曲
諸
譜
本
の
譜
記
は
、

ず
、
そ
の
多
く
が
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
璽
要
な
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
な
る
。

ア
シ

東
大
本
平
家
正
節
に
お
け
る
一
一
拍
名
詞
「
足
」
の
譜
記
を
み
る
と
、
曲
節
に
よ
っ
て
、
下
記

R
l①
の
如
き
諸

型
式
が
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
い
ず
れ
も
、
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
〔
●
0
〕
を
反
映
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

（
辻
）
本
稿
の
ア
ク
セ
ン
ト
表
記
に
お
い
て
、

●
は
高
い
音
を
示
し
、

0
は
低
い
音
を
示
す
。
ま
た
、
下
記
諸
項
に
お
け
る
▼
ゃ
▽
は
助
詞
の
高
低

い
ろ
い
ろ
有
意
義
＞
と
い
う
事
に
な
ろ
う
か
。

っ
て
い
る
。
略
号
『
波
多
野
流
本
』
ま
た
は
『
波
』
。

（二）
の
は
、
九
大
本
（
巻
一
じ
鑢
）
の
一
部
分
で
あ
る
。
略
号
『
九
大
本
』
。

臼
声
や
口
説
の
部
分
の
み
な
ら

本
稿
の
終
り
（
第
七
項
）
に
参
考
例
と
し
て
掲
げ
た

『
京
』
と
略
記
す
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
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こ。
キー

(
3
.
1
)
無
記
号
の
部
分
や
、

「
上
」
の
あ
と
の
「
．
」
な
ど
は
、

こ
こ
で
は
、

そ
の
結
果
だ
け
を
、

か
ん
た
ん
に
示
し
て
お
こ
う
。

(
3
)
 
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
見
た
場
合
、

逆
櫓
•
5

下
1
2
2
中
音

を
示
す
。

諸
譜
本
の
表
記
が
、

R
上

XII
―
二
魁
・

14
上
田
白
、
六
代
・

10
下
101
ロ

@
x
ご
1
1
足
摺
・

2
上
81
初

基
音
を
示
す
。

本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て

X
で
表
記
し

い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
と
い
う
事
は
、

「
波
・
教
・
東
・
京
」
等
、
テ
キ
ス
ト
名
を
略
記
し
た
場
合
が
あ
る
。

⑮
コ
上
ア
1
1
弓
流
・

[9
下
89
拾
、
奈
良
炎
上
・
炎
上
56
下
音

®
／
ハ
ろ
1
1
千
寿
•
5

下
1
0
4
初
中
①
べ
～

1
1

木
曽
山
門
•
読
下
2
1散

（
庄
）
木
稿
の
場
合
、
各
用
例
に
つ
い
て
は
、
「
句
の
穎
名
、
巻
数
、
ペ
ー
ジ
数
、
仙
節
名
略
記
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
右
記
の
順
序
で
示
し
た
。
曲
節

シ
ラ
ゴ
エ
ク
ド
キ
サ
シ
ゴ
エ
オ
リ
ゴ
ェ
シ
ョ
ジ
ュ
ウ
シ
ョ
ジ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
ォ
ン
サ
ン
ジ
ュ
ウ
コ
ウ

名
の
白
声
・
ロ
説
・
指
声
・
折
声
•
初
菫
•
初
重
中
音
・
三
重
甲
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
白
・
ロ
・
指
・
折
•
初
•
初
中
・

三
甲
」
の
如
く
略
記
す
る
。

な
お
、
下
記
諸
項
の
用
例
で
は
、
巻
数
の
前
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、

と
し
て
、
八
各
譜
本
に
関
す
る
綿
密
な
帰
納
的
作
業
＞
に
基
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ま
た
一
方
、
八
現
行
平
曲
の
旋
律
や
、
『
平
語

偶
談
』
の
如
き
平
曲
伝
書
の
記
述
ヅ
な
ど
も
、
非
常
に
参
考
と
な
る
。
更
に
、
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
た
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
関
し
、

八
補
忘
記
は
じ
め
、
ほ
ほ
平
曲
と
前
後
す
る
頃
の
各
種
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
＞
を
、
大
い
に
参
照
す
べ
き
事
な
ど
、
言
を
ま
つ
ま
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
作
業
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
記
金
田
一
春
彦
氏
の
諸
論
考
を
参
照
の
事
。

原
則

c
ウ
ア
1
1
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(
3
.
4
)
指
声
や
折
声
の
『
中
」
は
、

現
に
、

こ
の
例
も
、
波
多
野
流
本
(
1
上
32)

で
は
、

--, 

-
¥
-
」
の
如
く
表
記
さ
れ
て
い
る
。

れ
る
。 尤

も
、
参
考
例
（
下
記
第
七
項
）
の
「
か
た
へ
の
」
「
是
は
」

な
場
合
は
、
む
し
ろ
、
語
ア
ク
セ
ン
ト
が
反
映
し
て
い
な
い
例
と
見
な
さ
れ
る
。

れ
も
基
音
よ
り
高
い
音
を
示
す
。
音
楽
的
旋
律
と
し
て
は
、

は
、
等
し
く
高
音
部
を
示
す
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ア
カ
シ

例
え
ば
、
参
考
例
（
下
記
第
七
項
）
の
「
明
石
1
1
上

x
x
」

表
記
と
見
ら
れ
る
。

ャ
ガ

尤
も
、
参
考
例
の
「
頓
て
1
1
／ハ

x
x
」

な
お
、
下
記
は
、

(
3
.
3
)
 

(
9
行
め
）

『
n

上
』
及
び
、
そ
の
他
の
曲
節
に
お
け
る
『
／
ハ
』
や
『
ウ
』
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、

（
口
説
1
行
）
や
、

（
指
声
4
行
）
な
ど
、
／
ハ
の
高
ま
り
は
、

こ
の
例
も
、
東
大
本

(
1
上
5
)

で
は
「
上
上
上
」
型
表
記
を
と
る
し
、
波
多
野
流
本

(
1
上
32)

で
は
「
／
／
／
」
の
如
く
表
記
さ

い
ず
れ
も
、
参
考
例
（
下
記
第
七
項
）
に
よ
る
比
較
で
あ
る
が
、

／
ハ
ウ
は
●
●
型
で
あ
る
＞
事
を
知
り
得
よ
う
。

R
明
石

11
ベ「
x
（
上
歌
2
行）

11
上

x
x
（
口
説
1
行
）

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

(
3
.
2
)
正
節
本
の
白
声
・
ロ
説
に
お
け
る
『
上
』

そ
の
後
の
無
記
号
部
に
も
及
ぶ
ら
し
い
。
現
に
、

タ
ダ
モ
リ

⑭
忠
盛

11／
ハ
ウ
八
ヵ
＼
（
下
ヶ
1
行
）

11
上
上

x
x
（
口
説
6
行）

『
＼
」
や
『
之
』
は
一
般
に
、
基
音
よ
り
低
い
音
を
示
す
。

な
お
、
参
考
例
の
「
浦
風

1
1
x
x
之

x
」
（
上
歌
2
行
）
な
ど
、
之
の
低
ま
り
は
、
そ
の
後
の
無
記
号
部
に
及
ぶ
事
が
な
い
ら
し
い
。

「
上
」
よ
り
低
い
音
を
示
す
。
下
記
の
比
較
例
な
ど
は
、

そ
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
様

こ
れ
に
よ
っ
て
、
八
／
ハ
「
は
●

O
型
で
あ
り
、

．
 

「
い
か
に
1
1
コ
上

x
x
」

(
9
ー

10
行
）
な
ど
、

（
同
）
等
は
、
●

O
O
型

い
ず

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て

シ
ン
タ
グ
マ

或
文
節
全
体
が
無
記
号
で
あ
る
様

5
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の
「
上
こ
上
」
に
対
応
し
て
お
り
、
●
●
型
の
反
映
と
見
な
さ
れ
る
。

(
3
.
8
1
)
例
え
は
、

し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

等
々
、

い
ず
れ
も
●

O
型
を
示
す
。

下
記
は
、
京
大
本
（
宇
佐
・
1
巻
63
指
声
）

初
霊
な
ど
の
『
／
ハ
ろ
』

御
感
あ
っ
て

11
中
上
上
中
巾
中
（
参
考
例
の
指
貞
4
行）

11
＼
‘
/
/
x
x
x
（
教
育
大
＊
15
）
1
1
¥／
／
-

(
3
.
5
)
 

で
あ
る
。

そ
の
他
、

拾
な
ど
の
言
上
ア
」
や
、

白
声
・
ロ
説
の
類
で
も
、

下
ケ
な
ど
の
『
上
カ
ケ
』
、

八
「
／
」
及
び
「
＼
」
が
そ
れ
ぞ
れ
、
高
い
音
、
低
い
音
を
示
し
、

て
、
異
っ
た
意
味
を
も
つ
》
場
合
も
あ
る
故
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

折
声
な
ど
の
『
上
～
』
、

(
3
.
6
)
正
節
本
以
外
の
譜
記
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
い
が
、
例
え
は
、
貞
享
本
や
平
曲
吟
譜
の
如
き
江
戸
式
前
田
流
本
で
は
、

「
上
」
な
ど
の
文
字
式
ハ
カ
セ
を
用
い
ず
、
「
／
」
「
一
」
な
ど
の
線
条
式
ハ
カ
セ
が
用
い
ら
れ
る
。

『
-
』
が
中
間
的
な
音
を
示
す
＞
事
等
、
平
曲
譜
本
以
外
で
も

な
お
、
点
大
本
平
曲
正
節
や
、
豊
田
検
校
本
（
早
大
演
博
蔵
）
な
ど
で
は
、
正
節
本
式
の
ハ
カ
セ
と
、
線
条
式
（
江
戸
式
前
田
流
）
の

そ
れ
と
が
苅
記
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
相
関
性
を
考
え
る
の
に
、
極
め
て
有
益
で
あ
る
。

に
お
け
る
そ
の
並
記
例
で
あ
る
。

サ
ハ

胸
う
ち
騒
き

11-
＼
¥
―
―
¥
¥
（
墨
譜
）

11
上
中
中
／
ハ
／
ィ
ハ
カ
ケ
之
（
朱
譜
。
前
記
墨
譜
を
訂
正
し
た
も
の
）

(
3
.
7
)
波
多
野
流
本
の
線
条
式
ハ
カ
セ
も
、
概
ね
右
に
準
ず
る
。

(
3
.
8
)
尤
も
、
子
細
に
見
て
ゆ
く
と
、
八
同
じ
譜
本
中
の
屑
一
譜
記
が
、
曲
節
に
よ
り
、
ま
た
、

そ
の
硯
わ
れ
る
位
置
に
よ
っ

「
-
」
の
意
味
に
関
す
る
が
、
波
多
野
流
本
の
口
説
等
に
お
け
る
『
／
一
』
は
、
下
記
の
如
く
、
正
節
本

（
波
多
野
流
本
32)

6
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(
3
.
8
2
)
教
育
大
本
の
口
説
に
お
け
る
「
巾
」
と
「
上
」
の
関
係
な
ど
も
、
概
ね
右
に
準
ず
る
。
例
え
ば
、
下
記
④
⑥
及
び
c

の
如
き
対
比
例
か
ら
し
て
も
、

ツ
ボ
ネ

＠
局
11
上
中

x
（教
15
口）

11
上
コ
上

x
（
参
考
例
8
行
）

サ
イ
ア
イ

c
最
愛

11
中
上

x
x
（教
15
口）

I
I
X
上

x
x
（
参
考
例
6
行）

(
3
.
9
)
 

(
4
)
 
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
金
田
一
春
彦
氏
の
諸
論
考
（
音
声
学
会
会
報

IOI
号
や
、
日
本
文
学
研
究
31
等
）
は
、
極
め
て
貴
重
で

あ
る
。
本
稿
の
場
合
は
、
概
ね
、
各
譜
本
に
関
す
る
帰
納
法
に
よ
っ
て
お
り
、
現
行
平
曲
の
音
楽
的
旋
律
等
を
考
慮
す
る
所
は
少
な

(
5
)
 

か
っ
た
が
、
氏
の
御
研
究
で
は
、
そ
の
点
も
充
分
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

3

そ
の
他
、
平
語
偶
談
（
文
政
10
藤
井
雪
堂
蕃
）
に
は
、
波
多
野
流
関
係
の
譜
記
に
つ
い
て
説
明
が
あ
る
し
、

史
（
明
治
43
館
山
漸
之
進
著
）
に
は
、
平
家
吟
譜
や
平
家
正
節
に
関
す
る
節
ハ
カ
セ
の
説
明
が
あ
る
。

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

旋
律
に
関
す
る
検
討
等
も
有
効
て
あ
ろ
う
。

『
上
中
』
は
●
●
型
、

ま
た
一
方
、

こ
の
様
な
場
合
は
、
現
行
平
曲
の

⑮
通
は
れ

11
上
上
中

x
（教
15
口）

11
上
上
コ
上

x
（
参
考
例
7
行）

『
中
上
』
は

0
●
型
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

行） 庁）
ノイ

つ
ま
り
は

こ
れ
に
対
し
、
波
多
野
流
本
の
指
声
等
に
お
け
る
『

l
/
』
は
、
下
記
の
如
く
、
〇
●
型
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。

＠
御
感

11-
／
〉
／
（
波
1
上
32
指）

11
中
上
上
（
参
考
例
4
行
）
⑭
有
明

11-
／
／
/
（
波
1
上
32
下
ヶ
）

I
I
V
べ
x
x
（
参
考
例
2

二
贋
綿
密
な
帰
納
作
業
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

ま
た
、
平
家
音
楽

ッ
ポ
ネ

＠
局

11
／
一

x
（波
1
上
33
ロ）

11
上
コ
上

x
（
参
考
例
8
行
）

⑮
通
は
れ

1
1
/
/
-
x
（
波
同
右
）

I
I
t
上
コ
上

x
（
参
考
例
7

7
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四
座
講
式
で
は

O
O
O
型
に
表
記
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

(
3
.
2
1
)
 現
に
、

イ
ト
マ
ホ
ト
ケ

暇
や
仏
の
場
合
は
、

け
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
姿
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

(
3
.
2
)
 

11
上
上
中
（
―
-
代
39)

(
3
.
1
)
さ
し
当
っ
て
は
、

(
3
)
 
そ
の
一
例
ー
平
板
化
煩
向

を
、
如
実
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2
)
例
え
ば

(
1
)
 
ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
場
合
、
平
曲
譜
本
は
、
他
の
諸
文
献
に
比
し
、
量
的
に
厖
大
な
も
の
で
あ
る
為
、

下
記
ー
(
3
)
項
以
下
ー
の
如
く
、

る
》
と
い
う
様
な
場
合
も
、

し
か
し
て
、

か
な
り
存
す
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
そ
れ
な
り
に
、

下
記
〔
●
●

O
~
●
●
●
〕
の
傾
向
な
ど
、

お
け
る
口
説
の
例
で
あ
る
。

イ
ト
マ

R
暇
11
上
中

x
（
妓
王
7
9
)
1
1
上
上
中
（
妓
王
68)

＠
仰
11
中
中

x
（
二
代
3
5
)
1
1
上
上
中
（
殿
下
96)

こ
れ
ら
は
、

り
、
前
記
教
育
大
学
本
の
表
記
例
は
、

⑮
仏
11
上
中

x
（
妓
王
6
4
)
1
1
上
中
上
（
妓
王
81)

ク
サ
キ

⑥
草
木
11
上
中

x
（禿
21）

11
上
上
中
（
清
水
49)

い
ず
れ
も
、
偶
然
的
な
型
の
ュ
レ
や
、
旋
律
的
特
徴
の
然
ら
し
む
る
所
で
な
く
、
当
時
に
お

現
在
京
都
語
な
ど
、
甲
穂
系
諸
方
言
で
●
●
●
型
を
と
る
事
が
多
い
が
、
名
義
抄
や

そ
の
第
二
段
階
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
0
0
0
↓
●
●
0
↓
●
●
●
〕
の
様
な
変
化
が
想
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ

イ
ト
マ

因
み
に
、
暇
は
、
補
忘
記
で
も
●

巾
が
認
め
ら
れ
る
。

八
同
一
語
が
、

譜
記
型
式
の
ユ
レ
と
ア
ク
セ
ン
ト

同
一
譜
本
の
同
一
曲
節
中
で
、

c
所
11
上
中

x
（
殿
上
8
)

い
ず
れ
も
、
教
育
大
学
本
に

や
は
り
、
当
時
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
実
態

注
目
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

二
つ
以
上
の
型
に
表
記
さ
れ

か
な
り
の

8
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●
●
型
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。

ト
コ
ロ

(
3
.
2
2
)
所
も
、
現
在
京
都
語
等
諸
方
言
か
ら
見
る
と
一
類
相
当
語
で
あ
る
が
、

鎌
倉
期
に
は
、
●
●

O
型
と
●
●
●
型
と
が
並
存
し
て
い
た
ら
し
い
。
前
記
教
育
大
学
本
も
、

で
あ
ろ
う
。

（
注
）
本
稿
の
場
合
、
「
三
拍
名
詞
一
類
」
な
ど
の
「
類
」
に
つ
い
て
は
、
『
国
語
学
辞
典
」

994
ペ
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
分
類
語
彙
表
に
準
ず
る
。
下
記

ア
タ
マ

諸
項
に
お
い
て
、
「
三
拍
名
詞
頭
類
」
な
ど
と
称
す
る
場
合
も
、
こ
れ
に
準
ず
る
。

一
お
う
注
目
さ
れ
る
。

オ

ホ

セ

ク

サ

キ

イ

ト

マ

(
3
.
3
)
仰
・
草
木
な
ど
の
●
●
●
型
は
、
暇
の
如
き
場
合
と
異
な
り
、
必
ず
し
も
安
定
し
な
か
っ
た
様
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
教
育
大
本
の
平
板
化
例
は
、
結
局
、

き
、
八
助
詞
「
ノ
」
の
接
続
形
や
、
複
合
語
形
等
の
平
板
化
傾
向
¥
と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
4
)
平
曲
譜
本
の
場
合
、

――拍一
1

一
類
名
詞
や
、

が
、
●
●
型
や
●
●
●
型
と
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
は
東
大
本
の
例
。

ア

ス

®
明
日
1
1
上
x

（
医
師
•
9

上
8
3ロ
）
1
1

上
上
（
三
草
•
9

下
8
4ロ
「
ー
の
」
）

ア
フ
ギ

c
扇
1
1
上
上

x
（
那
須
・
1
下
75
臼）

1
1
上
上
上
（
那
須
・
1
下
85
ロ
「
ー
の
」
）

(
4
.
1
)
下
記
R
⑥
の
如
き
複
合
語
形
の
平
板
化
傾
向
に
つ
い
て
は
詳
述
を
要
す
る
ま
い
。

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

1
1

上
上
上
（
老
馬
•
4

下
6
1白
「
i

の
」
）

77
臼
「
!
の
」
）

O
O
O
型
出
自
で
あ
る
点
、

こ
れ
は
、
平
曲
に
限
ら
ず
、
名
義
抄

二
拍
四
類
名
詞
等
に
助
詞
「
ノ
」
の
付
い
た
形
は
、

そ
の
並
存
状
態
を
反
映
し
て
い
る
の

そ
れ
ら
が

下
記
ー

(
4
)

（4
.
1
)
ー
の
如

そ
の
殆
ん
ど
（
九
割
以
上
）

イ
ヘ

⑭
家
1
1
上

x
（禿．

8
上
11
白）

1
1
上
上
（
還
御
・

1
上

＠
敵
1
1
上
上

x
（
那
須
・
1
下
80
ロ）

『
四
座
講
式
の
研
究
』

346
ペ
に
よ
れ
ば
、

，
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＜
 （口）

二
拍
三
類
名
詞
十
助
詞
「
ノ
」
の
形
ー
束
大
本
で
は
、
概
ね
、

「
ノ
」
が
高
く
付
い
て
、
●
●
▼
型
を
と
る
が
、
教
育
大
本

け
る
、
そ
の
比
較
例
で
あ
る
。

ヒ
ト人

の

11
上
上
コ
上
（
医
師
・
東
9
上
8
3
)
1
1
上

x
x
（
清
水
・
教
53)

東
大
本
の
平
板
化
型
は
、

お
そ
ら
く
、
三
頻
＋
「
ノ
」
の
形
（
下
記
回
）
に
類
推
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
ノ
」
接
続
形
に
関
す
る
限
り
、

（イ） (
1
)
八
平
曲
譜
本
に
反
映
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
の
多
様
性
》
と
言
え
は
、
下
記
の
如
恙
、
譜
本
や
曲
節
の
稲
類
に
よ
る
ュ
レ
も
、

ろ
い
ろ
認
め
ら
れ
る
が
、

(
2
)
 
テ
キ
ス
ト
の
問
題
と
し
て
は
、

さ
し
当
り
、
教
育
大
学
本
の
古
さ
と
い
う
事
が
注
目
さ
れ
よ
う
か
。
下
記
い
？
口
は
そ
の
徴

二
拍
二
頻
名
詞
＋
助
詞
「
ノ
」
の
形
ー
東
大
本
で
は
、
或
程
度
、
平
板
化
型
が
認
め
ら
れ
る
が
、
教
育
大
本
に
は
そ
れ
が
な

〔
二
類
●
0
／
三
類
●
●
〗
と
い
う
対
立
が
厳
存
し
て
い
る
。
下
記
は
、
口
説
の
部
分
に
お

証
で
あ
る
。

化
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
場
合
が
多
い
様
で
あ
る
。

四

（口
9
行）

そ
れ
ら
も
や
は
り
、
単
な
る
譜
記
の
ユ
レ
で
な
く
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
当
時
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
変

譜
本
の
種
類
と
型
の
ユ
レ

あ
た
り
で
も
、
か
な
り
認
め
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
以
下
は
参
考
資
料
（
下
記
第
七
項
）
の
例
て
あ
る
。

ツ

キ

カ

ゲ

ニ

ョ

ウ

パ

ウ

タ

チ

R
月
11
上

x
（口
8
打）

l
月
影
11
上
n
上

x
x
（ロ
10
行

）

し

女

房

11
コ上

x
x
x
（口
8
行）

l
女
房
達
11
上
上
上
n
上

x
xし‘

10 
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3
>、＞
 

®
過
ぎ
て
1
1
x

コ
上
x

（
逆
櫓
•
5

下
1
4
2
ロ
）

⑮
相
か
な
は
ず

11
中
上
中

x
x
x
（
清
水
・
教

5
6
)
1
1
x
x
上

x

⑮
取
り
て

1
1
¥
／
ハ
シ
[
(
小
督
・

4
上
106
指）

＠
兼
ね
て
1
1
x

中
上
（
妓
王
•
7
7口
）

⑯
成
り
て
1
1

中
巾
上
（
二
代
•
4
1ロ
）

で
は
、
新
し
い
●
●
▼
型
と
、

よ
り
伝
統
的
な
●
●
▽
型
と
が
ほ
ぼ
相
半
は
す
る
。
従
っ
て
、
下
記
の
如
く
、

〔
東
大
本
●
●
▼
／

教
育
大
本
●
●
▽
〕
と
い
う
対
立
が
、
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

イ

ヘ

ク

モ

R
家
の

11
ヒ
上
上
（
還
御
・
東
1
上
79
白）

11
上
中

x
（
鑢
・
教
20)

⑮
雲
の

11
上
上
コ
上
（
殿
上
・
東
2
上
5
口）

11
上
上

x
（
殿
上

し
か
し
て
、

イ
ヘ

こ
の
「
家
の
」
類
は
、
四
座
講
式
そ
の
他
で

0
0
▽
型
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
教
育
大
本
の
●
●

二
拍
二
類
動
詞
＋
助
詞
「
テ
」
の
形
ー
教
育
大
本
で
は
、
概
ね
伝
統
的
な
〇
●
▼
（
ま
た
は
0
0
▼
)
型
表
記
で
あ
る
が
、
東

大
本
で
は
、
新
し
い
〇
●
▽
型
が
多
い
。
僅
か
に
存
す
る0
0

▼
型
は
「
取
っ
て
•
読
う
で
」
等
の
音
便
形
に
限
ら
れ
る
。

な
お
、

こ
の
様
な
対
立
の
急
味
に
つ
い
て
は
問
題
も
残
る
が
、

訓
点
抄
あ
た
り
か
ら
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
＞
事
は
動
か
な
い
所
。
以
下
は
、
非
音
便
形
に
関
す
る
そ
の
比
較
例
で
あ
る
。

教
育
大
本
の
例

東
大
本
の
例

口
低
起
型
の
記
法
ー
教
育
大
学
本
は
、
下
記
の
如
く
、
東
大
本
に
比
し
早
上
り
型
が
多
い
。
い
ず
れ
も
口
説
の
例
で
あ
る
。

ア
マ

＠
尼
に

11
中
上
上
（
妓
王
・
教

9
3
)
1
1
x
x
上
（
同
・
東
11
上
90)

x
x
（
同
・
東
炎
上
34)

あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
八
〇
●
▽
型
が
、
壽
紀
古
写
本
等
に
な
く
、

◎
打
ち
平
ら
げ
I
I
X
上
上
巾

x
x
（
鑢
・
教

1
7
)
1
1
x
x
上
上
コ
上

x
（
同
・
東
1
上
10)

や
や
事
情
は
異
ろ
が
、
下
記
の
如
恙
、
参
考
資
料
（
第
七
項
）
の
譜
記
と
教
育
大
本
の
そ
れ
と
の
対
立
な
ど
も
、

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

教
3
)

注
目
す
べ
き
で

▽
型
が
、
伝
統
的
型
式
と
い
う
事
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

11 
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(-1) 
あ
る
。

(
4
)
ま
た
、
波
多
野
流
本
（
京
大
蔵
）
の
場
合
は
、

R
い
づ
く
1
1
x
x
上
（
口
10
行）

I
I
X
中
上
（
教
15)

平
曲
譜
本
に
お
け
る
早
上
り
型
と
遅
上
り
型
と
の
並
存
状
態
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
が
、
金
田
一
春
彦
氏
（
日
本
音
声
学
会
会
報

I
O
I
な
ど
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
〔
早
上
り
型
↓
遅
上
り
型
〗
の
変
化
は
、
補
忘
記i
平
曲
譜
本
の
頃
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

困
そ
の
他
、
一
々
の
語
覺
の
型
表
記
に
関
し
て
も
、
教
育
大
本
の
古
さ
は
、
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
所
。
例
え
は
、
下
記
に
関

し
て
も
、
教
育
大
本
は
、
正
節
本
等
よ
り
、
古
い
姿
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
ボ
ッ
カ

覚
束
な
し
11
上
上
上
上
中
x

（教
15
）
11
上
上
上
コ
上

x
x
（
参
考
例
・
ロ
10
行）

11
正
節
本
諸
種
や
波
多
野
流
本
等
も
、
概
ね
、
参
考
例

と
向
様
●
●
●
●
O
O
型。

(
3
)
貞
享
本
の
性
格
も
、
下
記
い
回
の
如
く
、
或
程
度
、
前
記
教
育
大
学
本
の
場
合
に
準
ず
る
。

Ol

二
拍
三
類
名
詞
＋
助
詞
「
ノ
」
の
形
ー
正
節
本
に
比
し
、
次
の
様
な
●
●
▽
型
表
記
が
多
い
。

ヤ
マ

®
草
の
1
1
/／
＼
（
忠
度
•
3
4ロ
）
⑮
雲
の

1
1
/／
＼
（
福
原
落
•
6
7口
）
©
山
の

1
1
/
/
\（
火
打•
8

口
）

口
低
起
型
の
記
法
ー
正
節
本
に
比
し
、
下
記
の
如
き
早
上
り
型
の
例
が
多
い
。

®
御
ひ
わ
1
1
\／
/
＼
（
青
山
•
5
1ロ
）
⑮
稲
津

1
1
\／
/
（
火
打
・2
口
）

下
記

O
l
i
⇔
の
如
く
、
平
家
正
節
よ
り
も
一
層
新
し
い
性
格
を
示
す
よ
う
で

二
拍
四
類
名
詞
＋
助
詞
「
ノ
」
の
形
ー
正
節
本
で
は
概
ね
、
伝
統
的
な
〇
●
▽
型
を
と
る
が
、
波
多
野
流
本
で
は
、
新
し
い

0
●
▼
（
ま
た
は
0
0
▼
)
型
が
、
か
な
り
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、

0
●
▽
型
を
伝
統
的
型
式
と
見
な
す
事
に
つ
い
て
は
、

座
講
式
の
研
究
』

438
ペ
等
参
照
。
下
記
は
東
大
本
や
京
大
本
と
の
比
較
例
で
あ
る
。

c
立
ち
よ
ら
せ

1
1
¥
／
／
¥
～

⑮
と
り
忘
れ

1
1
x
x
上
上

x

（口
8
行）

I
I
X
中
上
上

x

（教
15
）

『四

（山心度・

28
ロ）
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な
お
、
下
記
の
R
l
c
の
如
き
は
、
東
大
本
も
遅
上
り
型
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
波
多
野
流
本
の
遅
上

り
型
と
は
異
質
で
あ
る
。
同
じ
く
遅
上
り
型
と
言
っ
て
も
、
波
多
野
流
本
の
方
が
、

見
な
さ
れ
る
。

ト
キ
ハ

④
常
盤
が

1
1
x
x
上
上
（
我
身
・
東
7
上
18
口）

1
1
x
x
x
/
（
同
・
波
1
上
51
ロ）

ナ
イ
シ

c
内
侍
が

1
1
x
x
上
上
（
我
身
・
東
7
上
17
口）

1
1
x
x
x
/
（
同
・
波
1
上
51
ロ）

1
1
x
x
x
/
（
同
・
波
1
上
34
ロ）

右
に
関
し
、
八
平
曲
譜
本
で
は
、
現
在
京
都
悟
の

0
0
0
●
型
と
異
り
、
ま
だ

0
0
●
●
型
の
段
階
＞
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
波

多
野
流
本
な
ど
で
は
、
既
に
、

0
0
0
●
型
の
例
も
、
相
当
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

(B) 
ヽ
ム＞、

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

ウ
ミ

R
海
の
I
I
X
上

x
（
那
須
・
京
1
9
2
ロ
）

11-
／
／
（
有
王
・
波
3
上
134
下
り
）

マ
ッ

（
竹
生
島
・
東
1
下
8
初
中
）

11
「
一
／
（
小
宰
杞
・
波
9
下
2
2
3
)
c
松
の

I
I
X
上

x
（
法
仕
寺
・
京
1369
口
）
＼
／
ハ
「
（
海
道
下
・
東
1

の
場
合
は
、

ム
ネ

の
・
胸
の
」
等
は
、
●
●
▽
型
表
記
の
例
が
か
な
り
多
い
。

（口）

シ
ュ
ッ
ケ

⑥
出
家
の

1
1
x
x
上
上
（
禿
・
東
8
上
4
口）

一
層
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
と

イ
ダ

⑮
さ
し
出
す
I
I
X
上
コ
上

x
x
(
1
一
代
・
東
4
上
5
)
I
I
X

下
56
初）

1
1
x
x
/
（
個
都
死
去
・
波
3
上

w
口
）
＼
／
／
（
老
馬
・
波
9
下
23
中
音
）

―
―
拍
二
類
名
詞
＋
助
詞
「
ノ
」
の
形
ー
前
述
の
如
く
、
正
節
本
で
も
、
或
程
度
平
板
化
型
が
認
め
ら
れ
る
が
、
波
多
野
流
本

ク

ラ

ユ

キ

カ

ハ

ヒ

ト

一
層
そ
れ
が
著
し
い
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
鞍
の
・
雪
の
」
等
は
概
ね
●
●
▼
型
に
表
記
さ
れ
る
し
、
「
川
の
・
人

低
起
型
の
記
法
ー
波
多
野
流
本
は
、
下
記
凶
i
c
の
如
く
、
正
節
本
よ
り
も
更
に
、
遅
上
り
式
が
著
し
い
。

⑧
口
説
の
部
分
に
お
け
る
比
較
例
。

R
御
前

1
1
x
上
コ
上
（
殿
K
・
東
2
上
2
7
)
1
1
x
x
/
（
同
・
波
1
上
18)

x
/
x
x
（
同
・
波
1
上
120)

フ
ネ

⑮
舟
の
I
I
X
上

x
（
那
須
・
京
1
8
7
口
）
＼
ウ
ア
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ま
た
、
東
大
本
の
場
合
、
初
重
・
中
音
の
類
は
、
殆
ん
ど
早
上
り
型
表
記
で
あ
る
が
、
波
多
野
流
本
に
お
い
て
は
、
下
記
の

如
き
遅
上
り
型
が
、
僅
か
な
が
ら
存
す
る
。

ウ
ミ

R
海
に

1
1
¥＼
―

下
記
の
如
く
、
付
属
陪
や
複
合
語
後
部
成
素
の
卓
立
型
は
、
正
節
本
な
ど
に
比
し
よ
ほ
ど
少
い
。

④
氷
な
ん
ど

11
上
上
上
X

コ
上
ア
（
殿
上
・
東
2
上
8
コ
ハ
リ
下
）

11
／
/
/
x
x
x
（
同
・
波
1
上
5
)

x
上
コ
上
（
二
代
・
東
4
上
15
ロ）

1
1
x
/
x
x
x
x
x
（
同
・
波
1
上
127)

ひ
貞
享
本
に
つ
い
て
は
、

五
項
(
2
)
の
い
等
を
参
照
の
事
。

(
5
)
前
記

(
2
)
！
（
4
)
の
場
合
、
教
育
大
学
本
や
貞
享
本
の
古
さ
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
異
論
が
な
か
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
八

白
声
と
い
う
曲
節
が
稀
で
あ
る
＞
事
な
ど
、
正
節
本
よ
り
占
風
な
面
が
、
い
ろ
い
ろ
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
教
育
大
学
本
及

そ
れ
そ
れ
、
八
前
田
・
波
多
野
両
派
分
脈
以
前
の
姿
を
反
映
す
る
、
現
存
最
古
の
譜
本
¥
八
ご
く
初
期
の

『
日
本
文
学
研
究
』
（
附
27
の
3
)
所
収
渥
芙
か
を
る

(
5
.
1
)
ま
た
、
京
大
所
蔵
の
波
多
野
流
本
は
、
文
献
自
体
と
し
て
見
て
も
、
平
家
正
節
の
安
永
元
年
よ
り
や
や
後
れ
る
様
で
あ

る
が
、

こ
の
場
合
は
、
む
し
ろ
、
八
京
都
で
伝
え
ら
れ
た
平
曲
で
あ
る
＞
と
い
う
点
、
注
目
す
べ
善
て
あ
ろ
う
。
波
多
野
流
譜
本
の

場
合
は
、
白
声
に
譜
記
が
存
し
な
い
と
い
う
事
等
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
如
く
、
そ
の
時
そ
の
時
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
相
当
影
聾

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

氏
論
文
そ
の
他
を
参
照
の
事
。

前
田
流
譜
本
＞
な
ど
と
見
な
す
説
が
有
力
な
の
で
あ
る
。

こ
の
現
象
の
息
味
は
い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
わ
け
で
あ
る
が
、

（二）

（
卒
都
婆
・

2
下
175
初）

(C} 

『
文
学
』
（
昭
28
の
2
)
や、

一
お
う
は
、
正
節
本
の
姿
を
古
し
と
見
る
へ
吾
て
あ
ろ
う
。

ケ

フ

⑮
今
日
は

1
1
¥
¥

（
逆
櫓
・

11
上
1
9
初）

後
述
第

⑮
神
武
天
皇
I
I
X
上

x
x
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（イ） 四
の

（口）
で
は
、

の
で
あ
る
。低

起
型
の
記
法
ー
大
休
の
頼
向
と
し
て
は
、
前
述

(
4
)
項
い
の
如
く
、
波
多
野
流
本
に
遅
上
り
式
が
多
い
様
で
あ
る
が
、

壬
細
に
わ
た
る
と
、
例
外
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
拾
と
い
う
曲
節
の
場
合
、
東
大
本
で
は
、
口
説
の
類
と
同
様
、
遅
上

り
式
が
多
い
か
、
波
多
野
流
本
で
は
む
し
ろ
、
下
記
の
如
き
早
上
り
式
が
多
い
様
で
あ
る
。

R
海
に

1
1
¥
/／
（
維
盛
入
水
・

10
下
107
、
能
登
殻
期
・

11
下
54)

⑮
中
を

1
1
¥
―

曲
節
の
種
類
と
型
の
ュ
レ

(
1
)
仙
節
の
違
い
に
隣
し
て
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
先
ず
、
臼
声
の
新
し
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
は
、
下
記
り
ー
日
な
ど
。

二
拍
二
類
動
詞
＋
助
詞
「
テ
」
の
形
ー
正
節
本
の
場
合
、
白
声
以
外
の
曲
節
で
は
、
郎
述
第
四
項

(
2
)
の
い
の
如
く
、
音

便
形
の
0
●
▼
（
ま
た
は
0
0

►
)
型
が
若
干
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
白
声
て
は
す
へ
て
、
新
し
い
〇
●
▽
型
表
記
を
と
る
。

仰
二
拍
二
類
名
詞
＋
助
詞
「
こ
の
形
ー
王
節
本
の
場
合
、
白
声
以
外
の
曲
節
で
は
、
前
述
の
如
く
概
ね
、
伝
統
的
な
●
0
▽

（イ）

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
木
（
奥
村
）

(
6
)
尤
も
、

こ
の
様
な
諮
本
の
差
も
、
或
意
味
で
は
か
な
り
相
対
的
て
あ
る
。

（
文
覚
弥
行
•
5

上
1
2
4
)

そ
れ
ぞ
れ
の
節
ハ
カ
セ
表
記
様
式
に
関
す
る
違
い

の
苦
し
さ
等
に
比
べ
れ
は
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
性
格
は
、
む
し
ろ
大
同
小
異
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
か
°
も
と
も
と
、
同
じ
近
世

イ
チ
カ
タ

の
一
方
流
譜
本
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
程
大
差
が
な
い
の
も
、
ま
た
当
然
で
あ
ろ
う
。

｀
ヽ
入
、

る
カ (

6
.
1
)
例
え
は
、
波
多
野
流
本
の
場
合
、
）
則
述

(
4
)
項
の
如
く
、
正
節
本
よ
り
新
し
い
要
素
が
い
ろ
い
ろ
存
す
る
わ
け
で
あ

ま
た
一
面
、
下
記
印
口
の
如
く
、
そ
れ
に
矛
暦
す
る
様
な
現
象
も
、
若
干
認
め
ら
れ
る
。

よ
り
伝
統
的
な
●
●
▽
型
が
多
い
。
例
え
ば
、

二
拍
三
類
名
詞
＋
助
詞
「
ノ
」
の
形
ー
東
人
本
は
、
前
述

(
2
)
瑣
回
の
如
く
、
概
ね
●
●
▼
型
を
と
る
が
、
波
多
野
流
本

イ

ケ

カ

｀

く

ク

ラ

ナ

ミ

「
池
の
・
髪
の
・
倉
の
・
波
の
」
等
に
関
し
て
は
、
●
●
▽
型
が
圧
倒
的
な
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印
れ
る
。

低
起
型
の
記
法
ー
正
節
本
の
場
合
、
白
声
で
は
、
殆
ん
ど
が
新
し
い
遅
上
り
型
を
と
る
が
、
白
声
以
外
の
曲
節
で
は
い
ず
れ

も
、
早
上
り
型
が
か
な
り
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
、
八
口
説
や
白
声
・
拾
の
類
は
い
ず
れ
も
、
指
声
・
中
音
•
初
重
な
ど
と
異
り
、
新
時
代
の
日
常
語
が
影
薯
し

て
、
概
ね
遅
上
り
式
を
と
る
＞
と
す
る
説
（
『
音
声
学
会
会
報
』

101
金
田
一
氏
）
も
あ
る
が
、
少
く
と
も
、
八
白
声
＞
と
八
口
説
・

拾
¥
と
の
間
に
は
、
一
線
を
画
す
べ
き
も
の
の
様
で
あ
る
。
下
記
は
、
東
大
本
に
お
け
る
白
声
と
口
説
と
の
比
較
例
で
あ
る
。

R
見
え
給
ふ

1
1
x
x
上

x
x
（
無
文
・

1
上
53
白）

11x
上
n
上

x
x
（
無
文
・

1
上
55
口
）
⑭
打
ち
入
れ

1
1
x
x
上

x
（
宇
治
川
・

©
成
り
給
ひ
1
1
x
x

上
x
x

（
平
大
納
言
•
3

下
1
0
1
白
）
I
I
X

上
n

上
x
x

（
那

須・

1
下
7
2
ロ）

(
2
)
白
声
以
外
で
も
、

口
説
や
拾
・
上
音
の
類
は
、
指
声
•
初
重
・
三
重
・
中
音
な
ど
に
比
し
、
或
程
度
新
し
い
要
素
が
認
め
ら

先
ず
、
低
起
型
の
記
法
に
関
す
る
そ
れ
ら
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
金
田
一
春
彦
氏
（
『
音
声
学
会
会
報
』

IOI
号
そ
の
他
）

3
下
49
白）

I
I
X
上
コ
上

x
（
那
須
・

1
下
85
口）

（二） 同
・
1
5
4
5
白
）
1
1

上
上
x

（
緒
環
．5
7
3口
、
逆
櫓
•
5

山
口
）

型
を
と
る
が
、
白
声
に
は
、
下
記
の
如
き
●
●
▼
型
が
相
当
認
め
ら
れ
る
。

ユ
キ

R
橋
の

11
上
上
上
（
橋
合
戦
・
東
8
上
103
白
）
⑭
雪
の

11
上
上
上
（
老
馬
・
京
4102
白）

り
二
拍
三
類
名
詞
＋
助
詞
「
ノ
」
の
形
ー
正
節
本
の
場
合
、
白
声
以
外
の
曲
節
で
は
、
伝
統
的
な
●
●
▽
型
が
或
程
度
認
め
ら

れ
る
が
、
白
声
で
は
殆
ん
ど
●
●
▼
型
と
な
る
。
下
記
は
、
京
大
本
に
お
け
る
白
声
と
口
説
と
の
対
照
例
で
あ
る
。

®
家
の
1
1

上
上
上
（
還
御
・
1
3
2白
）
1
1

上
上
x

（
鑢
・1
7

口
）
＠
波
の

1
1

上
上
上
（
山
門
御
幸
•
6
8
5白
、
三
日
平
氏
・
1
5
4
2
白
、
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（口）

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

の
説
か
れ
た
所
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
指
声
•
初
重
・
三
重
・
中
音
な
ど
で
は
、
概
ね
早
上
り
型
を
と
る
に
対
し
、

上
音
・
下
音
な
ど
で
は
、
早
上
り
・
遅
上
り
両
型
が
並
存
し
て
い
る
。

下
記
は
、
参
考
資
料
（
第
七
項
）
に
お
け
る
、

口
説
(
R
⑮
)
と
そ
の
他
(
c
@
)
と
の
対
立
例
で
あ
る
。

R
い
づ
く

1
1
x
x
上
（
ロ
10
行
）
⑮
と
り
忘
れ

1
1
x
x
上
上

x
(
n
8
行）

ギ

ョ

カ

ン

ア

リ

ア

ケ

c
御
感

11
中
上
上
（
指
4
行

）

⑭

打

明

I
I
V
/
ハ
x
x
（
下
ケ
2
行）

更
に
、
東
大
本
を
例
と
し
て
、
同
一
語
に
お
け
る
両
型
の
対
立
を
考
え
て
み
よ
う
。

®
父
を
1
1

「
／
ハx

（
願
克
・
1
1上
1
3
3
初
中
）
1
1
x
x

上
（
浜
軍
•
7

下
4
3拾
）

©
読
う
で
1
1
\／
ハx

（
小
督
・
4

上
1
0
3
下
ヶ
）
1
1
x
x

上
（
都
還
•
3
上4
2ロ
）

二
拍
二
類
名
詞
＋
助
祠
「
ノ
」
ー
正
節
本
の
場
合
、

口
説
で
は
、

ほ
ど
多
く
は
な
い
）
が
、
そ
の
他
の
曲
節
で
は
、
殆
ん
ど
が
伝
統
的
な
●
〇
▽
型
を
と
る
。

ク
1

フ

ヒ

ト

R
鞍
の

11
上
上
上
（
軍
衡
・
京
1489
口
）
R
人
の

11
上
上
上
（
医
師
・
東
9
上
口
）

(
3
)
尤
も
、
こ
の
様
な
曲
節
に
よ
る
譜
記
の
対
立
が
、
す
べ
て
、

（
新
大
納
―

1

一口被流．

6
上
46
折）

11
コ
上

x
x
（
信
連
．

4

ヒ
82
ロ）

（鱚・

1
上
1
7
口）

⑭
有
り
し

11
上
中
上

口
説
・
拾
．

次
の
様
な
●
●
▼
型
が
苦
干
存
す
る
（
勿
諭
、
臼
声
の
場
合

ア
ク
セ
ン
ト
型
の
違
い
を
反
映
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

そ
こ
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旋
律
的
特
徴
と
見
る
べ
恙
場
合
も
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

(
3
.
1
)
例
え
は
、
折
声
の
類
に
お
い
て
は
、
次
の
様
な
●
〇
●
型
が
か
な
り
忍
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
白
声
・
ロ
説
な
ど
の
●

O
O
型
に
対
応
す
る
。
以
下
は
東
大
本
の
例
で
あ
る
。

ア
ハ

®
哀
れ
1
1
上
「
上
（
維
盛
入
水
•
7

下
6
4折
）
1
1

上
x
x

（
判
官
都
落
•
5

下
1
6
3白、
逆
櫓
•
5

下
1
2
1ロ）

フ
ネ

⑭
舟
に

11
中
上
上
（
熊
野
・

4
下
80
指）

1
1
x
x
上
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(
1
)
平
曲
譜
本
に
反
映
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
の
多
様
性
ー
巨
視
的
に
は
一
お
う
、
補
忘
記
な
ど
の
類
と
同
様
、
中
世
末
！
近
世
期
頃

の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
基
盤
と
す
る
も
の
の
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
詳
細
に
わ
た
る
と
い
ろ
い
ろ
難
し
い
。
も
と
も
と
、
文
献
資

料
を
、
音
声
言
語
史
の
流
れ
に
お
け
る
ど
こ
か
の
一
断
面
に
据
え
よ
う
と
試
み
た
場
合
、
各
文
献
は
、
し
ば
し
ば
質
的
不
均
一
性
を

示
す
が
、
平
曲
謡
曲
な
ど
の
語
り
物
資
料
で
は
、

(
2
)例
え
ば
、
八
平
曲
—
特
に
白
声
・
ロ
説
・
拾
な
ど
の
旋
律
は
、
補
忌
記
よ
り
も
や
や
新
し
い
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し

て
い
る
〉
と
す
る
説
が
有
刀
で
あ
る
が
、

五

る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
、

(
3
.
1
1
)
 

い
つ
頴
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
か
ー
そ
の
多
様
性

こ
れ
ら
の
●

0
●
型
は
、

一
般
に
●

O
O
型
表
記
が
稀
で
あ

n
o
o
●
↓
●
0
0

〗
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
過
渡
的
段
階
を
示
す
様
で
あ

そ
の
可
能
性
は
大
き
く
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
は
、
中
世
的
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
と
い
う
様
な
も
の

で
な
く
、
単
な
る
旋
律
的
特
徴
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
折
T

戸
の
類
で
は
、

り
、
も
と
も
と
●

0
0
型
だ
っ
た
も
の
も
す
べ
て
、
下
記
R
⑭
の
如
く
●
〇
●
型
表
記
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。

シ
ュ
ク
ン

R
功
應
1
1
上
中
上
（
竹
生
島
・

1
下
1
0
折
）

1
1
上
入
（
呉
音
）
R
主
君
1
1
上
中
上
（
土
佐
坊
・

1
下
121
折）

1
1
上
平
（
漠
音
）

ク

ド

ク

シ

ュ

ク

ン

（
注
）
こ
の
場
合
、
功
徳
が
呉
音
語
で
あ
る
事
は
問
題
が
な
か
ろ
う
。
主
君
を
漢
音
語
と
見
な
し
た
理
由
は
、
い
わ
ゆ
る
濁
音
語
の
「
君
」
が
清
音

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
漠
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
後
述
第
六
の
一
一
項

(
2
.
3
)
i
(
2
.
3
4
)
を

参
照
の
事
。

一
見
、

そ
れ
が
特
に
著
し
い
と
言
え
よ
う
か
。

ま
た
一
方
、
平
曲
滸
本
類
に
は
、
下
記
り
ー
日
の
如
く
、
袖
忘
記
よ
り
古
い
姿
を
反
映
し
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ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

の
傾
向
も
、
事
情
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

詞
よ
り
も
補
忘
記
に
お
い
て
著
し
い
。

平
曲
ー
特
に
前
田
流
譜
本
で
は
、
テ
キ
ス
ト
や
曲
節
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
概
ね
、
伝
統
的
な
〇
●
▽
型
を
と
る
。
八
正
節
本

の
口
説
な
ど
に
お
い
て
さ
え
、
常
に

0
●
▽
型
を
と
る
》
事
、
前
述
ー
第
四
項
(
4
)
の
け
ー
の
如
く
で
あ
る
。

貞
亨
本
等
の
場
合
、
下
記
④
⑮
の
如
く
、

0
●
▽
型
に
表
記
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
事
と
言
え
よ
う
か
。

カ

ミ

チ

チ

R
海
の

1
1
¥
/
x
（
宇
佐
・
貞
67
ロ
）
⑮
上
の

11
中
上

x
（
鹿
谷
・
教

112
ロ
）
c
父
の

11
中
上

x
（
清
水
・
教
52
ロ）

「
城
の

1
1
x
x
上
（
富
士
川
・
東
8
上
159
口
、
同

160
ロ
）
」
を
は
じ

前
田
流
諸
本
に
お
け
る
〇
●
▼
（
ま
た
は
0
0
▼
)
型
の
例
は
、

ヂ

ヶ

ヂ
ン

め
、
「
僧
の
・
陣
の
・
後
家
の
・
護
持
の
」
等
々
、
漠
語
の
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

イ

マ

カ

ミ

イ

マ

オ

ク

ナ

ニ

こ
れ
に
対
し
、
補
忘
記
で
は
、
和
語
の
場
合
も
、

0
●
▽
型
1
1
今
の
・
上
の
等
1
1
と、

0
●
▼
型

11
今
の
・
奥
の
・
何
の
等
11
と
が
並

イ
マ

「
今
の
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
貞
享
版
上
巻
伊
の
部
で
は

0
●
▽
型
に
表
記
さ
れ
る
が
、
下
巻
の
実
例
で
は
、

0
●

▼
型

(
9
ウ
）
の
表
記
も
或
程
度
認
め
ら
れ
る
。

而
し
て
こ
の
場
合
、

0
●
▽
型
が
、
四
座
講
式
等
と
一
致
す
る
古
型
て
あ
り
、
〇
●
▼
（
ま
た
は
0
0
▼
)
型
が
、
新
し
い
京
都
語

イ

マ

イ

マ

の
姿
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
詳
述
を
要
す
る
ま
い
。
後
者
は
、
八
「
今
ヲ
・
今
ガ
」
等
の
〇
●
▼
（
ま
た
は
0
0
▼
)
型
に

影
聾
さ
れ
て
成
立
し
た
近
代
語
形
》
と
見
な
さ
れ
る
。

助
詞
「
ノ
」
に
関
す
る
保
守
性
と
言
え
ば
、

存
し
て
い
る
。

（イ）
て
い
る
ら
し
い
面
も
、

し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。マッ

二
柏
四
類
名
詞
十
助
詞
「
ノ
」
の
形
（
松
ノ
類
）
に
お
け
る
〔
〇
●
▽
↓
〇
●
▼
（
ま
た
は0
0

▼
)
〗
の
領
向
は
、
平
曲
譜
本

]
拍
三
類
名
詞
＋
助
詞
「
ノ
」
の
形
（
手
ノ
類
）
に
お
け
る
〔
●
▽
↓
〇
▼
〕

『
同
語
と
国
文
学
』
（
昭
45
の
10)
拙
稿
を
参
照
の
事
。

よ
り
占
い
教
育
大
本
や
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+
P
と
も
と
、

こ
の
様
な
現
象
に
つ
い
て
は
、
新
古
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
場
面
的
な
関
係
等
も
考
え
ら
れ
て
い
ろ
い
ろ
難
し
い

が
、
概
括
的
に
は
一
お
う
、
八
時
代
と
共
に
卓
立
型
が
減
少
し
て
善
た
＞
と
言
え
よ
う
。

前
記
平
曲
譜
本
の
卓
立
期
に
関
し
て
も
、
各
曲
節
の
旋
律
的
特
性
と
見
な
す
べ
き
場
合
が
、
或
程
度
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
し
か

1
1
徴
々
角
々
徴
々
々
々
々
（
元
禄
本
）
①
限
る
と
い
は
ば
1
1
徴
角
々
々
々
々
々

c
物
を
焼
く
1
1
徴
角
々
々
々
⑭
刀
を
切
ら
ず
1
1
徴
々
角
々
々
々
々
⑥
血
を
も
て
血
を
洗
ふ
1
1
徴
々
角
々
々
々
々
々
々
（
貞
享
本
）

⑮
悟
れ
る
者
1
1
徴
々
々
角
々
々

く
、
い
ず
れ
も
●
▽
型
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
は
東
大
本
の
例
で
あ
る
。

R
木
の
葉
1
1
上

x
x
（
卒
都
婆
・

1
上
2
4
ロ
）
⑮
木
の
下
1
1

コ上

x
x
x
（
競
．

7
上

128
口）

.
1

下
9
6口
）
＠
目
の
前

1
1

上
上
x
x

（
能
登
最
期
•
8

下
1
0
6
白
）

「
手
ノ
」
類
は
、
四
座
講
式
で
〇
▽
型
を
と
る
故
、
平
曲
の
●
▽
型
が
伝
統
的
型
式
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
補
忘

「
手
ガ
・
手
ヲ
」
等
の
〇
▼
型
に
影
響
さ
れ
た
近
代
語
形
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
平
曲
ー
特
に
前
田
節
譜
本
で
は
、
前
述
第
四
項

(
4
)
の
け
の
如
く
、
付
属
語
や
複
合
語
（
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
形
）

後
部
成
素
の
卓
立
型
が
著
し
い
。
白
声
に
お
い
て
も
、
次
の
様
な
例
が
、

こ
れ
に
対
し
、
補
忘
記
て
は
、

こ
の
様
な
卓
立
型
が
殆
ん
と
認
め
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
す
、
更
に
、
下
記
R
t
①
の
如
き
二
文
節

的
な
形
に
お
い
て
も
、
従
属
郡
が
め
だ
つ
の
で
あ
る
。

／
 

9

、r

卜

④
利
き
端
1
1
徴
角
々
々

R
押
し
開
け
1
1
上

x
上

x
（
小
督
・
東
4
上

134
白
）
⑮
洗
は
せ
な
ん
ど
1
1
上
上
上

x
x
上

x
（
千
寿
・
東
5
下
87
白

H 
記
の
姿
は
、

や
は
り

而
し
て
、

補
忘
記
で
は
、

ヒ
「
火
の
物
1
1
角
徴
々
角
」

か
な
り
認
め
ら
れ
る
の
て
あ
る
。

夕
c
田
の
浦
1
1
上

x
x
x
（
土
佐
坊

ヒ
「
檜
の
尾
1
1
角
徴
角
」
な
ど
、
す
べ
て
〇
▼
型
を
と
る
が
、
平
曲
譜
本
で
は
、
下
記
の
姐
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(
3
)
尤
も
、

ミ
ド
リ

一
般
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
煩
向
性
と
し
て
見
れ
ば
、
前
記
暇
等
の
類
の
〔
●
●
〇
↓
●
●
●
〕
や
、
緑
等
に
お

け
る
〔
●
●
0
|＞
。
・
。
〕
の
現
象
は
、
平
曲
譜
本
に
お
い
て
も
、
或
程
度
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
場
合
、

八
平
曲
譜
本
に
認
め
ら
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の

n●
●
0
↓
●
●
●
〗

ら
れ
、
語
に
よ
っ
て
は
、
補
忘
記
の
方
が
新
し
い
型
式
を
示
し
て
い
る
》
と
い
う
点
、
注
目
す
べ
き
て
あ
ろ
う
。

(
3
.
1
)
例
え
ば
、
「
暇
」
な
ど
の
類
の
平
板
化
現
象
は
、
間
述
第
三
坦

(
3
)
以
ド
の
如
く
、
平
曲
謂
本
に
お
い
て
も
或
程
度

認
め
ら
れ
る
が
、
袖
忘
記
の
馬
合
ほ
ど
苫
し
く
な
い
様
で
あ
る
a

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

は
、
ち
ょ
っ
と
甜
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

(C) （二）
し
、
そ
れ
ら
の
全
部
を
、

(A) 

〔
●
●
0
↓

0
●
0
〗
な
ど
が
、
袖
忘
記
で
も
既
に
認
め

ア
ク
セ
ン
ト
と
無
関
係
な
旋
律
的
特
徴
と
見
る
事
は
で
き
な
い
。
八
比
較
的
新
し
い
性
格
の
波
多
野
流
本

で
は
卓
立
型
が
少
い
¥
と
い
う
、
前
述
第
四
項

(
4
)

そ
の
他
、
ド
記
囚
？
c
の
如
善
も
、

の
口
の
事
実
な
ど
、

よ
く
考
え
合
わ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

や
や
語
彙
的
問
題
な
か
ら
、
補
忘
記
よ
り
平
曲
譜
本
の
方
が
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映

し
て
い
る
例
と
言
え
よ
う
か
，

ウ
ヘ上

1
1
補
忘
記
で
は
、
専
ら
●
●
型
が
認
め
ら
れ
て
、
現
在
京
都
語
等
甲
柾
系
諸
方
言
と
一
致
す
る
が
、
平
曲
諸
謂
本
で
は
、

概
ね
下
記
の
如
く
、
伝
統
的
な
●
O
型
を
と
っ
て
い
る
。

ウ

ヘ

ウ

ヘ

R
上
は
1
1
中

x
x
（
殿
上
・
教
12)

⑮
上
に
1
1
コ
上

x
x
（
物
怪
・
京
1057
口）

イ
ト
マ

⑪

暇

1
1
補
忘
記
で
は
、
専
ら
●
●
●
型
に
表
記
さ
れ
て
い
て
現
在
京
都
話
と
一
致
す
る
が
、
平
曲
譜
本
で
は
、
前
述
第
三
項

(
3
.
1
)
の
如
く
、
伝
統
的
な
●
●

O
型
と
新
し
い
●
●
●
型
と
が
並
存
し
て
い
る

3

ミ
ド
リ

緑
1
1
補
忘
記
で
は
、
伝
統
的
な
●
●
O
型
と
、
新
し
い

0
●
O
型
と
が
並
存
し
て
い
る
が
、
平
曲
諸
譜
本
に
お
る

0
●
O
型
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平
〔
〇
〕
＋
平
〔
O
O
J
↓

．．
． 

I
I
R
易
断
（
上
巻
）

平
〔
〇
〕
＋
入
〔
0
0

〗
↓
.

.

.

 
I
I
R
意
楽
（
上
巻
）

平
〔
0
0

〕
＋
平
〔
〇
〗
↓

．．
． 

I
I
R
等
至
（
上
巻
）

入
〔
O
O
J
＋
平
〔
O
〕
↓
●
●
●
1
1
R
六
字
（
上
巻
）

子
（
上
巻
）

な
お
、
こ
の
様
な
八
出
合
＞
現
象
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
い
が
、
こ
の
場
合
、
補
忘
記
下
巻
に
お
け
る
下
記
の
記
述
は
、
一
お
う
注
目
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

（二）

R
六
種
（
上
巻
）

c
六
喩
（
上
巻
）

c
積

（（ヽ）
い
て
も
、

(
3
.
1
1
)
す
な
わ
ち
、
平
曲
譜
本
に
お
け
る
平
板
化
現
象
は
概
ね
、
助
詞
「
ノ
」
の
接
続
し
た
場
合
で
あ
り
、
そ
の
他
の
形
に

関
す
る
平
板
化
傾
向
は
、
そ
れ
程
著
し
く
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
二
拍
語
の
例
は
こ
く
稀
で
あ
る
し
、
三
拍
語
に
つ

ホ
ト
ケ

せ
い
せ
い
前
述
「
仏
」
等
若
干
の
例
を
拾
い
得
る
程
度
で
あ
る
。

(
3
.
1
2
)
そ
れ
に
対
し
、
補
忘
記
で
は
、

•
堀
池
」
等
、
三
拍
名
詞
―
―
•
四
類
（
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
の
語
に
は
、

(
3
.
1
3
)
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
補
忘
記
の
場
合
、
「
易
）
断
。
」
（
上
巻
）
な
ど
、
｛
坪
＋

¥
¥
o
 

｛
逗
型
出
自
の
漢
語
は
、
後
続
語
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
概
ね
「
徴
々
」
型
の
ハ
カ
セ
が
付
さ
れ
、
〔
0
0
0
↓
●
●

0
↓
●
●

•
L
Jの
変
化
が
想
定
さ
れ
る
。
下
記
り
ー
⇔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
字
三
拍
漢
語
の
平
板
化
例
で
あ
る
が
、
三
拍
語
以
外
の
場
合
も
、

⑮
外
道
（
上
巻
）

⑮
下
及
（
下
巻
）

⑮
界
会
（
上
巻
）

c
歌
詠
（
上
巻
）

c
具
足
（
下
巻
）

c
論
議
（
元
禄
）

⑭
八
喩
（
上
巻
）

（口） （イ）

＠
自
性
（
下
巻
）

事
情
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

●
)
型
表
記
を
と
る
も
の
が
、
相
当
多
い
の
で
あ
る
。

．
憎
み
（
元
禄
本
）

補
忘
記
で
「
徴
々
々
」

（
●
●
 

「
ノ
」
接
続
形
以
外
の
平
板
型
化
が
著
し
い
。

オ
ド
ロ
オ
J

レ
ト
ボ
ソ

「
藪
．
己
・
戸
」

ア

ラ

シ

イ

ト

マ

オ

ソ

「
嵐
・
暇
・
恐
れ
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ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

「
此
。
教
。
。
余
教
。
卜
云
ヘ
ハ
一
一
物
二
聞
フ
ル
也
…
…
此
。
教
。
涼
教
卜
云
ヘ
ハ
、
教
卜
余
ト
ニ
テ
出
合
フ
故
ニ
―
物
也
」

¥

¥

¥

-

¥

「

-

―

°

桜
井
茂
治
氏
「
出
合
考
」
（
国
語
研
究
7
号
）
等
参
照
。

ミ

ド

リ

フ

タ

(
3
.
2
)

一
方
、
前
記
「
緑
」
等
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
〔
●
●
〇
↓
〇
●
〇
〕
に
つ
い
て
も
、
下
記
「
二
つ
」
の
如
言
平
曲
譜
本

の
例
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し
、
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
様
な
例
は
少
い

3

フ
タ二

つ

I
I
X
上

x
（
大
臣
流
罪
・
東
10
上
81
ロ）

X

コ
上

x
（
那
須
・
東
1
下
7
7
ロ）

三
拍
名
詞
―
―
類
及
び
四
類
の
中
、

に
、
そ
の
大
部
分
が
、
伝
統
的
な

0
●

O
型
を
と
る
の
で
あ
る
。タ

モ
ト

R
軍
1
1
上
上

x
（
富
士
川
・
東
8
上
136
口
、
且
1
4
8
臼
）
R
袂
1
1
上
コ
上

x
（
卒
都
婆
・
東
1
上
24
ロ）

ナ
ギ
サ

⑭
渚
1
1
上
上

x
（
弓
流
・
東
7
下
86
白
、
同
94
白）

(
3
.
2
1
)
尤
も
、

〔
●
●
〇
↓
〇
●
〇
〕
の
変
化
が
想
定
さ
れ
る
語
群
も
、
平
曲
譜
本
に
お
い
て
は
、
次
の
様

こ
の

0
●

O
型
化
の
例
は
、
補
忘
記
に
お
い
て
も
多
く
は
認
め
ら
れ
な
い
か
、
し
か
し
、
こ
の
文
献
の
場
合

は
、
平
曲
譜
本
ほ
ど
大
部
な
資
料
で
な
い
と
い
う
点
な
ど
、
よ
く
考
懲
せ
ね
は
な
る
ま
い
。

ミ
ド
リ

(
3
.
2
2
)
と
も
あ
れ
、
八
緑
な
ど
の
語
類
に
お
け
る
〔
●
●
〇
↓
〇
●
〇
〕
の
変
化
は
、
多
く
の
場
合
、
補
忘
記
や
平
曲
譜
本

あ
た
り
以
前
に
完
了
し
て
い
た
》
と
す
る
説
に
は
、

(
3
.
2
3
)
 な
お
、

田
一
氏
に
よ
れ
ば
、

や
や
閻
題
が
残
る
の
で
あ
る
。

フ
タ

平
曲
譜
本
で

0
●

O
型
を
と
っ
て
い
る
「
二
つ
」
の
場
合
は
、

四
座
講
式
の
永
正
本
で
も
既
に
、

特
に
、

そ
の
変
化
が
早
か
っ
た
ら
し
く
、
金

角
徴
角
〔
°
・
。
〗
表
記
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

ー
ク
サ

ま
た
、
平
仙
諮
本
の
内
部
に
お
い
て
も
、
苫
干
の
ユ
レ
は
避
け
難
い
。
例
え
は
、
「
軍
」
に
関
し
て
も
、
●
●
O
型
表
記
が
圧
倒
的
で
あ
る

か
、
平
家
正
節
の
或
テ
キ
ス
ト
等
、
新
し
い
譜
本
の
臼
声
や
口
説
・
拾
の
類
に
お
い
て
は
、

0
●
0
表
記
の
例
も
苦
干
認
め
ら
れ
る
。

東
10下
30
ロ）

ッ
プ
テ

c礫
1
1
上
コ
上

x
（鼓
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(
4
)
以
上
、
八
平
曲
諸
譜
本
が
、
袖
忘
記
な
ど
よ
り
も
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
＞
と
考
え
ら
れ
そ
う
な
現
象
を
、
敢

え
て
列
挙
し
た
わ
け
で
あ
る
。
更
に
、
下
記
の
如
き
は
、
伺
ら
か
の
意
味
で
、
八
平
曲
譜
本
が
、
四
座
講
式
の
或
テ
キ
ス
ト
等
よ
り

古
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
》
と
も
言
え
よ
う
か
。

り

後

1
1
名
義
抄
や
四
座
講
式
大
慈
院
本
の

O
O
型
に
対
し
、
四
座
講
式
文
明
本
で
は
●
●
型
が
認
め
ら
れ
て
、
現
在
京
都
語
と

一
致
す
る
が
、
平
曲
譜
本
で
は
、
概
ね
次
の
様
に
、
伝
統
的
な
●
O
型
表
記
を
と
る
。

上

x
（
我
身
・
教
28)

ア
ジ
タ

同

朝

1
1
名
義
抄
や
大
慈
院
本
の

O
O
O
型
に
対
し
、
四
座
講
式
正
平
本
で
は
●
●
●
型
が
認
め
ら
れ
て
、
現
在
京
都
語
と
一
致

す
る
が
、
平
曲
譜
本
で
は
、
下
記
の
如
く
す
べ
て
、
伝
統
的
な
●
●
O
型
表
記
を
と
る
。

上
上

x
（
法
印
問
笛
・
東
8
上
71白）

り

一

っ

1
1
四
座
講
式
の
場
合
、
永
正
本
等
の

0
●
O
型
に
対
し
、
寛
正
本
・
永
禄
本
以
下
の
諸
本
で
は
●
●
O
型
が
認
め
ら
れ

て
、
現
在
京
都
梧
と
一
致
す
る
が
、
平
曲
譜
本
で
は
、
下
記
の
如
く
、
伝
統
的
な

0
●
O
型
表
記
を
と
る
。

⑮
『
四
座
講
式
の
研
究
』
等
を
参
照
の
事
。

(
4
.
1
)
因
み
に
、

こ
の
①
回
は
、
前
述
補
忘
記
等
の
場
合
に
準
ず
る
平
板
化
領
向
の
一
種
と
見
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
い
は
、
前

述
補
忘
記
等
の

0
●
O
型
化
煩
向
の
逆
行
現
象
と
言
え
よ
う
か
。
結
果
的
に
見
る
と
、
数
詞
の
一
っ

Iio●
0
↓
●
●
0
〕
と
、
ニ

つ
〔
●
●
0
↓
0
●
0
〕
と
の
間
に
、
型
の
交
替
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

(
5
)
平
曲
の
新
し
さ
ー
低
起
型
の
記
法

(
5
.
1
)
 こ
こ
で
、
八
平
曲
の
譜
本
が
、
補
忘
記
な
ど
よ
り
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
＞
と
言
え
る
の
は
、

中
上

x
（
妓
王
・
教
779092)

上
コ
上

x
（
競
・
東
7
上

116
口）

巾

x
（
禿
・
教
21)

さ
し
当
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(
1
)
 

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
諧
本
（
奥
村
）

し
て
い
る
》
と
い
う
事
で
あ
る
が
、

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
の
意
義
は
、
八
巾
世
末
！
近
世
期
頃
に
お
け
る
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
如
実
に
反
映

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
そ
の
質
量
に
わ
た
る
豊
富
さ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

い
ろ
ん
な
面
に
関
し
、
従
来
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
史
関
係
文
献
の
質
的
量
的
不
足
を
補
い
得
る
わ
け
で
あ
る
。

例
え
ば
、
三
拍
名
詞
「
聖
」
の
場
合
、

124
白
）
そ
の
他
か
ら
す
れ
ば
、

名
義
抄
に
は
、
上
上
平
（
観
仏
上
7
)

と
平
上
平
（
高
3
)

と
の
両
型
が
認
め
ら
れ
、

大
原
孝
道
氏
（
『
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
』

56
ペ
）
は
、
前
者
を
採
り
上
げ
て
い
ら
れ
る
が
、
平
曲
諮
本
の

X
上
X
型
（
六
代
・
東
1
0
下

カ
プ
ト

む
し
ろ
、
後
者
を
と
り
上
げ
て
、
党
類
所
属
と
見
な
す
べ
苔
で
あ
ろ
う
。

の
姿
な
ど
も
、

（イ）

＇ ノ‘

金
田
一
春
彦
氏
説
（
国
語
と
国
文
学
附
35
の
10
等
）
の
如
く
、
補
忘
記
で
は
、

的
な
早
上
り
型
公
〇
●
●
〕
を
と
る
に
対
し
、
平
曲
譜
本
の
白
声
等
で
は
、

う
、
矢

0
●
●
↓

0
0
●
〕
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
5
.
2
)
た
だ
し
、

こ
れ
も
、
或
意
味
で
は
、

ト
や
曲
節
の
種
類
等
に
よ
り
、

か
な
り
相
対
的
な
閻
題
と
言
え
よ
う
。
八
平
曲
譜
本
に
お
い
て
も
、

そ
の
テ
キ
ス

か
な
り
の
相
違
か
認
め
ら
れ
る
》
事
、
前
述
の
如
く
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
補
忘
記
と
平
曲
と

の
差
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
平
曲
譜
本
自
体
に
お
け
る
ユ
レ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
の
意
義

こ
の
考
え
方
を
支
持
す
る
様
で
あ
る
。

っ
て
、
低
起
型
の
記
法
に
関
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
鹿
児
島
ア
ク
セ
ン
ト

0
0
●
の
如
き
遅
上
り
型
が
多
い
。

そ
こ
に
は
一
お

ナ

カ

セ

ナ

カ

カ

ク

「
中
に
・
背
中
•
隠
す
」
等
の
類
が
す
べ
て
、
伝
統

、25
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(
2
)
 

大
原
氏
は
、
名
義
抄
（
観
仏
中
81)

の
平
平
平
型
を
採
り
上
げ
ら
れ
る
が
、

イ
ノ
チ

上

x
x
型
（
妓
王
・
教
88)
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
、
声
向
山
寺
本

(
3
)

の
平
平
上
型
を
と
り
上
げ
て
、
命
類
所
属
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

(
2
)
 

こ
こ
で
の
詳
述
は
避
け
る
が
、
八
平
曲
譜
本
に
よ
り
、

諸
文
献
の
ア
ク
セ
ン
ト
表
記
が
皆
無
だ
っ
た
も
の
も
か
な
り
多
い
様
で
あ
る
。

(
1
)
 

一
般
に
、
漠
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
は
、
和
語
の
場
合
に
比
し
著
し
く
お
く
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
主
と
し
て
資
料

的
な
制
約
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
字
音
声
調
に
関
す
る
文
献
資
料
は
か
な
り
存
す
る
が
、
話
し
言
葉
の
中
に
お
け
る
実
際
の

発
音
を
示
し
た
漠
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
は
、

(
3
)
 
こ
れ
に
対
し
、
平
曲
の
場
合
は
、
八
個
々
の
字
音
声
調
と
い
う
様
な
も
の
に
と
ら
わ
れ
ず
、
実
際
の
漠
語
ア
ク
セ
ン
ト
そ
の

も
の
を
反
映
し
て
い
る
＞
点
、
栖
め
て
価
値
が
高
い
。

(
3
.
1
)
な
お
、
補
忘
記
の
如
き
論
議
の
類
や
、
表
白
・
祭
文
な
ど
も
、
一
般
に
、
有
意
義
な
漢
諾
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
平
曲
の
場
合
と
異
り
、
字
音
声
調
の
絆
を
、
完
全
に
脱
し
得
て
い
な
い
様
で
あ
る
。
ま
た
、
補
忘
記
な
ど
の

漠
語
は
、
概
ね
、
仏
教
界
と
い
う
特
殊
な
言
語
生
活
の
用
語
で
あ
る
点
等
も
見
逃
せ
な
い
所
。

(
3
.
2
)
 

閻
に
、 ハの

（口）

そ
の
他
、漠

語
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て

こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
漠
語
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
の
忌
義
で
あ
ろ
う
。

平
曲
譜
本
の

そ
う
言
え
ば
、
平
曲
譜
本
の
漠
語
ア
ク
セ
ン
ト
表
記
は
、
下
記
第
六
の
一
一
項
の
如
く
、
現
在
京
都
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
の

か
な
り
は
っ
き
り
し
た
対
応
関
係
を
示
す
が
、
袖
忘
記
等
の
場
合
は
、
そ
れ
が
少
い
の
で
あ
る
。

「
現
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
り
、

一
般
に
稀
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ア
ク
セ
ン
ト
型
の
明
ら
か
に
な
る
語
槃
＞
中
に
は
、
他
の

26 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

シ

ュ

ギ

ャ

ウ

カ

タ

チ

い
修
行
類
ー
和
語
の
形
類
に
準
ず
る
ー
平
曲
●
●
●
型

ゴ
マ
イ

こ
コ
ヒ
（
橋
合
戦
8

上
限
口
）

11
コ
0
0
1
1
b
b
（呉）

R
五
枚
11
上
J

シ
ュ
ジ
ャ
ウ

B
1
1
b
b
（
フ
エ
）
◎
衆
生

11
上
上
上
（
維
盛
入
水
7
下
76
口）

11
コ
0
0
1
A
1
1
b
b
（
サ
エ
）

ア

ミ

ダ

ロ）

11
コ
0
0
A
1
1
b
f
（
フ
）
⑥
阿
弥
陀

11
上
上
上

(
7
下
136
白）

11
コ
O
O
B
1
1
b
b
b
（
フ
エ
）

（
鹿
谷
111
ロ）

11
コ
0
0
A
1
1
b
b
b
（サ）

イ

チ

ド

ア

ズ

キ

ア

タ

マ

回
一
度
類
ー
和
語
の
小
豆
類
及
び
頭
類
に
準
ず
る
ー
平
曲
●
●

O
型

ギ

シ

キ

ク

ヤ

ウ

R
儀
式

11
上
中

x
（
二
代
40
ロ）

11
コ
1
1
B
1
1
a
d
（
サ
）
R
供
養
11
上
中

x
（
殿
上
2
口）

11
コー
1
B
1
1
a
a
（サ）

ケ

ジ

キ

サ

ホ

フ

c
気
色

11
上
上

x
（
士
佐
坊
1
下
112
白）

11
コ
1
1
A
I
l
a
d
（
サ
）
＠
作
法

11
上
中

x
（
額
打
論
46
口）

11

コー
1
B
I
l
a
d

シ

ソ

ン

ニ

サ

イ

⑥
子
孫

11
上
上

x
（
六
代
10
下

110
白）

11
コー
1
A
I
I
a
a

①
―
―
歳

11
上
巾

x
（
額
打
論
44
ロ）

11

コー
1
I
l
a
a

R
一
事

11
上
こ
上

x
（
法
印
8
上
79
口）

11
コ
2
2
A
I
I
d
a
（
呉
）
R
一
度
11
上
上

x
（
法
印
8
上
83
白）

11
コ
2
3
B

イ

チ

ャ

ケ

ン

イ

①
一
夜

11
上
コ
上

x
（
太
宰
府
9
下
50
ロ）

11
コ
1
2
A
I
I
d
a
（
サ
）
①
権
威

11
上
上

x
（競
7

上
loo
口）

11

コ

ク

ド

サ

イ

ジ

R
国
土

11
上
上

x
（禿
21
ロ）

11
コ
1
1
A
I
I
d
a
（
呉
）
①
妻
子

11
上
上

x
（
維
盛
入
水
7
下
71
白）

ジ

ャ

ウ

ズ

ジ

ャ

ウ

ド

⑩
上
手

11
上
上

x
（鼓
10
下
27
白）

11
コ
1
3
B
1
1
a
a
（
呉
）
＠
浄
土

11
上
上

x
（
妓
王
94
ロ）

ミ

ヤ

ウ

ガ

レ

イ

ギ

◎
冥
加

11
上
コ
上

x

⑰
礼
儀

11
上
上
X

11
コ
1
1
A
I
I
a
a
（エ）

11
コー
1
B
1
1
a
a
（呉）

コー
1
B
1
1
a
a
（漠）

（
維
盛
出
家
9

下

102
ロ）

11
コ
1
1
B
1
1
a
a
（呉）

l
l
d
a
（呉）

（呉）
（呉）

ジ
ュ
ギ
ャ
ウ

R
修
行

11
上
上
上
（
六
代
被
斬
8
下
126
臼）

11
コ
0
0
A

フ
ゾ
ク

⑭
不
足

11
上
上
中
（
鹿
谷

118

フ

シ

ギ

R
不
思
議

11
上
上
中

ト
型
の
分
類
整
理
を
試
み
る
と
、

下
記
の
如
く
で
あ
る
。

ー
表
の
説
明
は
後
述
す
る
ー

(
1
)
と
り
あ
え
ず
、

六
の

平
曲
譜
本
ー
特
に
、
教
育
大
学
本
及
ひ
東
大
本
ー
の
表
記
を
中
心
に
、

漠
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
分
類
表

二
拍
漢
語
の
若
干
に
関
す
る
ア
ク
セ
ン
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1
1
B
I
I
d
b
（呉）

タ

イ

コ

ウ

サ

ギ

⇒

太
鼓
類
ー
和
語
の
兎
類
に
準
ず
る
ー
平
曲
〇
●
●
ま
た
は

0
0
●
型

ゴ

ゼ

ン

タ

ゼ

イ

R
御
訓

I
I
X
中
上
（
殿
上
7
口）

11
テ

0
0
1
1
1
a
b
（
呉
）
R
多
勢
1
1
x
x
上
（
飛
脚
8
上
167
口）

11
テ

0
0
A
I
I
a
b

1
A
I
I
d
b
（サ）

63
ロ）

11
コー
1
B
1
1
a
b

R
崩
御
11
コ
上

x
x
（
飛
脚

8

上

m
口）

11
コー
1
A
I
I
a
c
（漠）

R
名
馬
11
上

x
x
（
生
食
1
下
3
2
ロ
）

11
コー
1
A
I
I
a
b
（漢）

上

x
（
戒
文
8
下
78□

)
1
1
コ
2
2
I
I
d
a
（呉）

セ

ケ

ン

ハ

タ

チ

イ

ノ

チ

り
世
間
類
ー
和
語
の
二
十
才
類
及
び
命
類
に
準
ず
る
ー
平
曲
●

O
O
型

キ

ヨ

ネ

ン

．

ク

ガ

ッ

R
去
年
11
中

x
x
（
清
水
56
ロ）

11
コ
1
1
A
1
1
b
a
（
漠
）
R
九
月
11
上

x
x
（
土
佐
坊

1
下
loo
口）

11
コー
1
B
l
l
b
d

ク

デ

ウ

ゴ

ガ

ツ

ゴ

サ

イ

c
九
條
11
上

x
x
（
我
身
3
1
ロ
）

1
1
コ
1
1
1
1
b
a

⑪
五
月
11
上

x
x
（
火
打
7
下
14
白）

1
1
コ
1
1
B
1
1
b
d

⑥
五
歳

11
中

ゴ

シ

ャ

ウ

ゴ

マ

ン

x
x
（
清
水
55
口）

11
コ
1
1
1
1
b
a
（
呉
）
①
後
生

11
上

x
x
（
妓
王
83
ロ）

11
コ
1
1
B
I
l
a
c
（
呉
）
⑮
五
萬
11
上

x
x

ジ

ナ

ン

シ

ハ

ウ

（
火
打
7
下
17
口）

11
コ
1
2
1
1
b
a
（
呉
）
R
次
男
11
上

x
x
（
太
宰
府
9
下
4
3
白
）

11
コー
1
A
I
I
a
c
（
呉
）
①
四
方
11
上

セ

ケ

ン

フ

ビ

ン

x
x
（
清
水
49
口）

11
コー
1
2
B
l
I
a
c
（
サ
エ
）
①
世
間
11
上

x
x
（
二
代
34
ロ）

11
コ
1
1
B
1
1
a
c
（
サ
エ
）
R
不
便
II

ム

ホ

ン

キ

ャ

ウ

ト

コ
上

x
x
（
紺
掻
9
下
1
4
9
口
）

11
コー
1
A
1
1
b
a

①
謀
反

11
中

x
x
（随
17
ロ）

11
コ
1
コ
0
1
A
I
I
a
c
（
呉
）
＠
京
都
11

シ

ョ

ウ

プ

シ

ン

カ

上

x
x
（
土
佐
坊

1
下
103
ロ）

11
コー
1

⑪
勝
負
11
上

x
x
（
那
須
1
下
72
ロ）

11
コ
1
1
B
1
1
a
b

＠
臣
下
11
中

x
x
（鹿

ダ

イ

チ

タ

ウ

ジ

1
1
コ
1
1
B
l
l
a
b
（
漢
）
R
大
地

11
上

x
x
（
法
印
8
上
58
口）

1
1
コ
1
1
B
l
l
a
b

＠
嘗
時
11
上

x
x
（
妓
王

テ

ン

ガ

ヘ

イ

ケ

R
天
下
11
上

x
x
（
二
代
3
6
口
）

11
コ
1
1
A
I
l
a
b
（
漠
）
R
平
家

11
上

x
x
（禿
24
ロ）

11
コ

ホ
フ
シ

⑪
法
師
11
巾
x
x
（
泊
水
54
ロ）

11
コー

ヤ
ク
シ

勁
薬
師
11
上

x
x
（
願
立
国
口
）

11
コ

1
1
I
l
a
b
 

谷

112
ロ）

（
大
臣
流
10
上
61
ロ）

1
1
コ
1
3
A
I
I
a
a
（漢）

ロ
ク
イ

⑪
六
位
11
上
上

x
（平成
7
上
105
白）

11
コ
2
2
I
I
d
a
（呉）

ロ
ク
ジ

R
六
字
11
上
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ア
ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
講
本
（
奥
村
）

(
2
)
表
の
説
明

ゴ

マ

イ

フ

ソ

ク

(
2
.
1
)
右
の
表
に
お
い
て
、
五
枚
1
1
上
上
コ
上
（
橋
合
戦
8
上

m
口
）
な
ど
と
あ
る
の
は
、
東
大
本
の
用
例
を
示
す
。
ま
た
、
不
足
1
1
J
上
中

（
鹿
谷
1
1
8
口
）
な
ど
と
あ
る
の
は
、
教
育
大
本
の
用
例
を
示
す
。

シ
ユ
ギ
ャ
ウ

(
2
.
2
)
修
行
1
1
コ
0
0
A
B
な
ど
と
あ
る
の
は
、
現
在
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
最
初
の
コ
0
が
京
都
方
言
、
次
の
0
が
東
京
方
言
、
最

後
の
A
な
ど
が
鹿
児
島
方
言
（
修
行
は
A
型
と
B
型
と
が
並
存
）
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
て
あ
る
。

(
2
.
2
1
)
各
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
表
記
法
及
び
資
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
、
『
国
語
学
』

55
集
拙
稿
の
場
合
に
準
ず
る
。

コ

ウ

テ

イ

い
例
え
ば
、
京
都
方
言
の
「
コ
0
」
は
、
高
起
式
無
核
型
す
な
わ
ち
●
●
●
型
で
あ
り
、
ま
た
、
「
テ
2
」
は
、
低
起
式
第
二
核
型
す
な
わ
ち
、

テ
2
1
B
I
I
C
a
（
フ
）

x
x
上
（
蜂
火
7
上
4
9
口
）
1
1
テ
O
O
B
l
l
c
b
（
漠
）

卜都
婆
1
1
巾
上
上
（
卒
都
婆
1
上
26
指
）
1
1
テ
0
2
0
B
I
I
d
b
b
（
呉
）

サ

イ

ゴ

カ

プ

ト

困
最
後
類
ー
和
語
の
兜
類
に
準
ず
る
ー
平
曲

0
●
O
型

コ

ン

ド

コ

ン

ヤ

R
今
度
1
1
x
中
x
（
殿
下

104
ロ
）
1
1
テ
2
1
B
1
1
c
a
（
呉
）
R
今
夜
I
I
X
上
x
（
無
文
1
上
5
1
ロ
）
1
1
テ
2
1
B
I
I
C
a
（
サ
）

サ

イ

ゴ

サ

ン

ド

c
最
後
1
1
x
上
x
（
重
衡

7
下
1
1
2
ロ
）
1
1
テ
2
1
B
1
1
c
a
（
サ
エ
）
⑪
-
―
一
度
1
1
中
上
x
（
妓
王
70
ロ
）
1
1
テ
2
1
1
1
c
a
（
呉
）

サ

ン

ミ

セ

ン

ド

R
―
―
一
位
1
1
x
上
x
（
若
宮
1
0
上

115
口
）
1
1
テ
2
1
1
1
c
a
（
只
）
①
先
途
I
I
X
中
x
（
鵜
川
凶
口
）
1
1
コ
1
テ
2
1
B
I
I
C
a

R
太
夫
I
I
X
コ
上
x
（
落
足
8
下
53
ロ
）
1
1
コ
1
テ
2
1
A
I
I
C
a
（
茂
）
R
丹
後
1
1
x
上
x
（
土
上
都
落
9
下
23
白
）
1
1

パ

ン

リ

ヨ

ウ

イ

①
萬
里
l
I
X
コ
上
x
（
維
盛
入
水
7
下
5
7
ロ
）
1
1
テ
2
1
B
l
l
C
a
①
用
意
I
I
X
巾
x

テ
2
1
1
1
c
a
（
呉
）

（
殿
上
4
口
）
1
1

（呉）
1
1
x
x
上
（
六
代
被
斬
8
下

122
白
）
1
1
テ
0
0
A
I
I
a
f

ニ
ダ
イ

c
二
代
1
1
x
中
上
（
―
-
代
37
口
）
1
1
テ
0
1
1
1
a
b
（
呉
）

ヒ

キ

ヤ

ク

フ

カ

ク

＠
飛
脚
1
1
x
x
上
（
火
打
7
下
14
白
）
1
1
テ
O
O
B
1
1
a
f
⑥
不
覚

タ
イ
コ

サ
ン
シ
ュ

①
-
―
一
稲
1
1
x
x
上
（
成
文
8
ド
62□

)
1
1
テ
0
0
1
1
e
b
R
太
鼓
I
I

ダ
イ
リ

⑭
内
裏
1
1
x
x
巾
（
清
水
50
ロ
）
1
1
テ
0
1
0
A
1
1
e
b
（
漢
）
①
卒
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0
●
O
型
を
示
す
。

回
東
京
方
ー
―
m
の
「
0
」
は
、
無
核
型
す
な
わ
ち
〇
●
●
▼
型
で
あ
り
、
ま
た
、
「

3
」
は
、
第
三
核
型
す
な
わ
ち
〇
●
●
▽
型
を
示
す
。

り
開
児
島
方

:
j
i
:
~

の
「
A
」
は
、
終
り
か
ら
一
一
拍
め
に
核
の
あ
る
型
ー
す
な
わ
ち

0
●

o
l
o
o●
▽
型
を
示
す
。
ま
た
、
「
B
」
は
、
最
終
拍
に

核
の
あ
る
型
ー
す
な
わ
ち
0
0
●
!
000

• 

型
で
あ
る
。

(
2
.
3
)
修
行
I
l
b
b
（
フ
エ
）
な
ど
と
あ
る
の
は
、
各
語
に
関
す
る
も
と
の
声
調
（
推
定
を
ふ
く
む
）
を
掲
げ
た
も
の
て
あ
る
。

(
2
.
3
1
)
我
国
の
字
音
声
調
資
料
に
お
い
て
、
各
漠
字
の
左
下
・
左
上
・
右
上
・
右
下
に
声
点
の
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

a
.
b
.

C
.
d
と
表
記
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
平
・
上
・
去
・
入
と
称
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
中
国
語
に
お
け
る
調
類
と
し
て
の
平
・
上
・
去
・
入
と
は
、

全
く
別
の
概
念
で
あ
る
。

f
は
、
い
わ
ゆ
る
入
声
軽
で
あ
り
、

C

と
d
と
の
中
尚
に
声
点
か
付
さ
れ
て
い
る
。

(
2
.
3
2
)
修
行
1
1
b
b
（
フ
エ
）
と
あ
る
事
に
よ
り
、
八
補
忘
記
（
フ
）
や
、
山
家
本
法
華
経
宗
淵
服
（
エ
）
に
お
け
る
声
調
表
記
例
「
修
行
」
の

存
在
＞
を
知
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
（
サ
）
は
四
座
講
式
の
声
調
表
記
例
を
示
す
。

(
2
.
3
3
)
こ
の
場
合
、
「
も
と
の
声
調
」
と
は
、
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
音
声
調
を
意
味
す
る
。
（
フ
）
や
（
エ
）
な
ど
、
平
曲
謂
本
と
同
時

期
も
し
く
は
以
降
の
文
献
を
以
て
、
「
も
と
の
声
調
」
を
推
定
す
る
の
も
、
決
し
て
不
合
理
と
は
言
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。

(
2
.
3
4
)
五
枚
1
1
b
b
（
呉
）
と
あ
る
の
は
、
＾
「
五
枚
」
と
い
う
語
形
自
体
の
声
調
表
記
は
な
い
が
、
呉
音
系
諸
資
料
に
お
い
て
、
「
五
」
及

ひ
「
枚
」
が
そ
れ
ぞ
れ
b
声
ー
い
わ
ゆ
る
上
声
ー
と
し
て
表
記
さ
れ
る
＞
事
を
示
す
。
同
様
に
し
て
、
（
漠
）
は
、
漠
音
系
斑
料
に
お
け
る
声
調
表
記

例
を
示
す
。

イ

チ

ド

ア

ズ

キ

ア

タ

マ

(
2
.
4
)
そ
れ
ぞ
れ
の
出
自
か
ら
す
れ
ば
、
八
前
記
一
度
類
を
、
和
語
の
小
豆
類
に
準
ず
へ
き
も
の
と
、
頭
類
に
準
ず
べ
き
も
の
と
の
二
つ
に
分
け

る
》
事
も
、
一
お
う
は
可
能
で
あ
る
。
「
儀
式
・
供
捉
・
作
法
・
一
度
・
権
威
・
妻
子
・
上
手
・
冥
加
」
な
ど
大
部
分
は
唄
類
す
な
わ
ち

O
O
O
型
出

自
と
み
な
さ
れ
る
か
、
「
礼
儀
」
は
む
し
ろ
、
小
豆
類
す
な
わ
ち
●
●
O
型
出
自
と
見
る
べ
き
か
。

た
だ
し
、
こ
の
様
な
区
別
に
関
し
て
は
、
な
お
い
ろ
ん
な
間
題
か
残
る
。
例
え
ば
、
「
気
色
・
一
事
・
一
夜
・
浄
土
」
等
は
、
そ
の
出
自
か
ら
し
て

ア

タ

マ

ア

ズ

キ

一
お
う
、
頭
類
に
準
ず
る
も
の
の
様
で
あ
る
が
、
現
在
鹿
児
島
方
言
で
は
む
し
ろ
、
小
豆
類
的
な
A
型
に
な
っ
て
い
る
。

セ

ケ

ン

ハ

ク

チ

イ

ノ

チ

(
2
.
4
1
)
同
様
に
し
て
、
前
記
「
世
間
」
類
を
、
八
和
語
の
二
十
才
類
に
準
ず
る
「
去
年

i
五
歳
」
な
ど
と
、
爺
類
に
類
に
準
ず
る
「
勝
負
！
薬
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い (
3
.
1
)
 ア

ク
セ
ン
ト
史
料
と
し
て
見
た
平
曲
譜
本
（
奥
村
）

(
3
）
一
―
-
拍
以
外
の
漠
語
に
つ
い
て
も
、

以
下
、

等
は
、
前
記
三
拍
語
の
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

ト

ク

ト

リ

い
徳
類
ー
和
語
の
鳥
類
に
準
ず
る
ー
平
曲
●
●
型

工

事

叫

叫

一

釦

叩

イ

チ

イ

シ

ヤ

マ

回
一
類
ー
和
語
の
石
類
及
び
山
類
に
準
ず
る
ー
平
曲
●

O
型

，

ー

イ

↓

甲

叫

ウ

幻

如

記

即

即

叫

芍

瓢

出

！

‘i聖
子

ウ

ン

マ

ッ

運
類
ー
和
語
の
松
類
に
準
ず
る
ー
平
曲
〇
●
型

記

彰

配

配

虹

町

師
」
な
ど
と
に
分
つ
＞
事
も
、

一
お
う
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

文t 法ぢ

王多 礼:応塔；
士シ

ゴ

ケ
後
家

テ

フ

テ

ン

ド

ク

蝶

天

毒

フ

リ

ヨ

ム

ニ

不

慮

無

二

ハ

チ

バ

ッ

ホ

ン

鉢

罰

本

モ

ジ

ョ

ソ

文

字

余

所

ク
ゲ

公
家

ケ

サ
袈
娑

右
と
同
様
の
分
類
整
理
が
可
能
で
あ
る
。

シ
ャ
パ

娑
婆

二
拍
漢
梧
の
一
部
に
関
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
分
類
作
業
の
結
果
だ
け
を
示
し
て
お
こ
う
。

門：

役；

作
業
の
方
法
手
続
き

31 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



七

参

九
州
大
学
国
文
研
究
室
蔵

の
例

「
平
語
』

考

資

料
（
巻
一
上
鑢
4
ー

5
ぺ）
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